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１．適用対象のイメージ図 
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➊の完了公告から１年６月以内、かつ、 

①の検査済証後に、②に着手したとき 
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・➊の完了公告から１年６月以内、かつ、 

①の検査済証後に、（➋＋②）に着手したとき 

・➊の完了公告から１年６月後、➋＋②に着手したとき 

※（➊＋①）と ② は、一連性が切り離されるが、 

  新規案件（特定開発事業Ｂ）として条例適用。 

(残地) 

※（➊＋①）と（➋＋②）は、一連性が切り離されるが、 

  新規案件（特定開発事業Ａ）として条例適用。 
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【適用対象（案）】 

■特定開発事業Ａ：道路位置指定の申請を伴う開発行為で３００㎡未満のもの 

■特定開発事業Ｂ：位置指定道路に隣接した土地での建築行為（位置指定公告から１年６月以内） 

逗子市まちづくり条例の一部改正（案）に係るパブリックコメント （資料１） 

位置指定道路を新設する開発行為／隣接地での建築行為を条例適用とする 
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２．基準 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．手続フロー 

 

用途地域 １区画当たりの面積（㎡以上） 

第１種低層住居専用地域 １６５  ※開発区域の面積が、１，０００㎡未満のものについては、２区画に限り、１区画面積を１４０㎡以上とする 

ことができる。 

第１種中高層住居専用地域 １４０ 

第２種中高層住居専用地域 １４０ 

第１種住居地域 １４０（１６５） 

※新宿１丁目、新宿２丁目、新宿３丁目の一部、新宿５丁目の一部及び逗子６丁目の一部で別に定めるところに 

ついては、（ ）内を敷地面積とする。 

第２種住居地域 １４０ 

近隣商業地域 １２０ 

商業地域 １１０ 

準工業地域 １４０ 

【基準（案）】 

１．まちづくり条例の面積基準を適用する。 

２．敷地面積の１０％以上を緑化する。 

 

 

（参考） 

逗子市まちづくり条例施行規則 別表第３（第３９条関係） 敷地面積基準 


